
今
治
市
職
保
育
部
会
は
、

11
月
保
育
課
提
案
の
「
非
正

規
保
育
士
処
遇
改
善
」
に
つ

い
て
、
報
告
・
意
見
交
換
会

を
３
日
間
（
12
月
13
・
15
・

16
日
）
開
催
し
、
の
べ
49
人

が
参
加
。
処
遇
改
善
が
よ
り

よ
い
制
度
で
４
月
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
「
現
場
の
声
」

を
保
育
部
会
要
求
書
に
ま
と

め
、
１
月
保
育
課
長
懇
談
を

行
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら

「
改
善
は
あ
き
ら
め
て
い
た

け
ど
、
今
回
の
改
善
提
案
に

は
驚
い
た
。
保
育
士
を
続
け

る
か
悩
ん
で
い
た
が
、
こ
れ

で
続
け
よ
う
と
思
っ
た
」

「
臨
時
満
了
の
ア
ル
バ
イ
ト

が
１
年
目
の
人
と
待
遇
が
同

じ
に
な
る
の
は
ど
う
な
の
か
。

経
験
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
」

「
雇
用
期
限
撤
廃
で
保
育
士

と
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
、

良
か
っ
た
」
「
60
歳
ま
で
働

け
る
な
ら
、
育
児
休
業
や
介

護
休
暇
が
あ
れ
ば
助
か
る
」

な
ど
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
部
会
役
員
か
ら
「
今
回

の
改
善
案
は
、
組
合
で
職
場

の
声
を
集
め
要
求
し
続
け
た

成
果
。
子
ど
も
や
保
護
者
の

た
め
に
、
現
場
の
保
育
士
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
が
必
要
」
「
組
合
は
意

見
を
言
え
る
場
所
。
す
ぐ
改

善
は
難
し
い
け
ど
、
言
わ
な

い
と
何
も
変
わ
ら
な
い
。
現

場
の
一
人
ひ
と
り
の
生
の
声

が
職
場
環
境
や
待
遇
を
変
え

ま
す
」
な
ど
訴
え
、
参
加
し

た
非
正
規
の
仲
間
に
組
合
加

入
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

新
田
保
育
園
労
組
は
12
月

16
日
『
新
制
度
と
保
育
方
針
』

学
習
会
を
開
催
し
17
人
が
参

加
。
若
い
職
員
か
ら
「
『
子

ど
も
の
活
動
は
ど
こ
ま
で
さ

せ
た
ら
い
い
の
か
？
子
ど
も

の
要
求
を
す
べ
て
受
け
止
め

る
の
か
？
』
な
ど
の
保
育
中

の
悩
み
に
意
見
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
あ
り
、

み
ん
な
で
積
極
的
に
話
し
合

い
、
お
互
い
の
『
保
育
観
』

が
共
有
で
き
る
意
義
あ
る
学

習
会
に
な
り
ま
し
た
。

朝
日
保
育
園
労
組
は
12
月

23
日
『
朝
日
子
ど
も
文
化
ま

つ
り
』
の
夕
方
に
組
合
員
で

集
ま
っ
て
『
１
年
間
お
疲
れ

さ
ま
会
』
を
開
催
。
普
段
は

顔
を
あ
わ
せ
る
と
「
保
育
や

園
の
子
ど
も
の
話
」
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
こ
う
し
て
仕

事
以
外
で
集
ま
る
と
「
各
自

の
近
況
や
家
庭
の
こ
と
」
な

ど
、
笑
っ
た
り
共
感
し
な
が

ら
話
が
で
き
、
同
じ
職
場
で

働
く
仲
間
と
し
て
心
も
一
歩

近
づ
い
た
ひ
と
時
と
な
り
ま

し
た
。
「
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
い
い
保
育
」
め
ざ
し
て

が
ん
ば
る
ぞ
！

県
本
部
医
療
介
護
評
は
12

月
10
日
「
幹
事
会
」
を
開
催

し
６
単
組
12
人
が
参
加
。
10

月
「
愛
媛
労
連
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

で
の
各
自
治
体
病
院
の
懇
談

内
容
、
11
月
６
日
県
自
治
研

集
会
「
社
会
保
障
分
科
会
」

の
様
子
に
つ
い
て
報
告
。
次

に
『
代
休
・
振
替
休
日
の
制

度
』
の
ミ
ニ
学
習
会
を
実
施
。

単
組
交
流
で
の
職
場
で
の
仕

事
の
問
題
採
用
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
「
管
理

職
に
な
る
と
超
勤
手
当
が
つ

か
ず
、
管
理
職
手
当
と
な
る

こ
と
で
手
取
額
が
減
少
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
対
策

は
あ
る
か
？
」
と
質
問
が
あ

り
、
各
職
場
で
同
様
の
状
況

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
次
回
幹
事
会
で
ミ

ニ
学
習
『
管
理
職
と
時
間
外

労
働
』
を
実
施
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

県
本
部
現
業
評
議
会
は
12

月
17
日
「
定
期
大
会
」
を
開

催
し
７
単
組
21
人
が
参
加
。

最
初
に
佐
々
木
会
長
が
「
現

場
の
声
を
組
合
に
集
め
、
職

場
環
境
改
善
も
正
規
採
用
実

現
も
前
進
さ
せ
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
「
住
民
生
活
を
支

え
『
地
域
に
必
要
！
な
く
な
っ

て
は
い
け
な
い
仕
事
』
と
職

場
全
体
と
地
域
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
で
、
現
業
職
場
を

存
続
さ
せ
、
正
規
採
用
を
実

現
さ
せ
る
可
能
性
が
生
ま
れ

て
き
ま
す
」
な
ど
の
「
運
動

方
針
」
提
案
。
討
論
後
、
報

告
・
議
案
を
承
認
・
採
択
し
、

新
役
員
を
選
出
。
最
後
に
杉

之
内
副
会
長
が
「
正
規
採
用

実
現
が
共
通
の
大
き
な
目
標
、

実
現
へ
コ
ツ
コ
ツ
言
い
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
『
団
結
が
ん
ば
ろ

う
』
で
閉
会
し
ま
し
た
。

12
月
14
日
、
愛
媛
県
公
務

員
共
闘
会
議
（
自
治
労
連･

県
国
公･

県
教
組
）
の
「
定

期
総
会
」
に
26
人
が
参
加
。

ま
ず
杉
本
高
さ
ん
（
公
務
労

組
連
絡
会
・
自
治
労
連
本
部
）

が
『
17
春
闘
へ
公
務
員
労
働

者
を
め
ぐ
る
情
勢
』
と
し
て
、

①
拡
大
す
る
最
低
賃
金
と
公

務
員
給
与
の
地
域
格
差
、
②

蔓
延
す
る
長
時
間
労
働
と
メ

ン
タ
ル
不
調
（
「
滋
賀
県
庁

の
新
聞
報
道
」
な
ど
紹
介
）
、

③
国
家
公
務
員
の
非
常
勤
職

員
の
勤
務
条
件
改
善
の
動
き

「
通
勤
手
当
・
期
末
手
当
・

退
職
手
当
の
支
給
な
ど
」
を

講
演
し
学
習
。
そ
の
後
の
総

会
で
「
活
動
経
過
・
会
計
決

算
」
「
活
動
方
針
案
・
会
計

予
算
案
」
「
新
役
員
」
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

（１） 第４８０号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 １月１５日

第 ４８０ 号

日 程

【１月】
14 青年部フットサル大会
14 愛媛労連青年部定期大会

（大洲～15）
15 女性部第50回定期大会・

記念レセプション（松山）
20 県政シンポジウム
26 自治労連中央委員会

（東京～27）
28 愛媛労連中央委員会
29 いのち地域を守る集会・

要請行動（東京～30）
【２月】
１ 東予総支部代表者会議
４ 青年部幹事会
４ 非正規公共労働者全国交

流集会（奈良～５）
４ 都市職町村職部会全国交

流集会（千葉～５）
11 労安メンタル学習会
11 県本部2017中央委員会
17 自治労連共済学校

（香川～18）
18 医療介護評幹事会
18 自治体保育労働者全国交

流集会（長野～19）
26 保育部会幹事会

〔参考〕『愛媛新聞』１／８社説 「働かせ方改革 『長く、安く』を許さぬ実効策を」 抜粋要約

■「ニッポンの働き方・働かせ方」が、そろそろ限界に達しつつある。１人１人がゆとりを持って意欲や生産性を高められる

労働環境を整えなければ、人材獲得もままならず、職場や社会はすさみ成長も望めない。「働き過ぎは必要悪」「非効率な

残業も組織への忠誠心の表れ」といった根強い古い意識の改革に取り組むのは『経営者の当然の責務』である。働き方の見

直しは、生き方の問題や社会のありようにもつながる。

※年始の風景 1/4仕事始め早朝宣伝（新居浜・今治） 1/6旗びらき集会（松山）



新
居
浜
市
職
労
は
12
月
11

日
、
婦
人
部
恒
例
の
「
愛
彩

会
」
を
開
催
し
、
大
人
・
子

ど
も
あ
わ
せ
て
１
１
２
人
が

参
加
。
み
ん
な
で
つ
く
っ
た

『
美
味
し
い
食
事
』
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
組
合
員
さ
ん

か
ら
の
発
案
で
設
置
し
た

『
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
』

『
ゲ
ー
ム
企
画
』
『
み
き
ゃ

ん
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
』
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
今
話
題
の
『
ポ
ー
セ
ラ
ー

ツ
講
座
』
や
『
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
』
も

好
評
で
、
と
て
も
に
ぎ
や
か

な
１
日
に
な
り
ま
し
た
。
親

睦
を
深
め
、
来
年
の
要
求
活

動
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
！

西
条
市
職
労
青
年
部
は
12

月
２
日
テ
ー
マ
別
学
習
会
と

し
て
『
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

づ
く
り
』
を
実
施
し
12
人
が

参
加
。
参
加
者
か
ら
「
思
い

思
い
の
リ
ー
ス
を
制
作
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
準
備

が
で
き
ま
し
た
」
「
先
生
に

わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た

だ
き
、
う
ま
く
で
き
ま
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
４
日
、
丹
原
産
業
祭

り
に
『
綿
菓
子
屋
さ
ん
』
を

出
店
し
９
人
が
参
加
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
来

て
も
ら
い
、
１
８
７
個
も
販

売
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
「
今
後
も
地
元
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。
次
回
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
た
く
さ
ん
の
参

加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

12
月
10
日
「
青
年
部
交
流
会
」

を
開
催
し
７
人
が
参
加
。
少

人
数
で
し
た
が
、
普
段
話
す

機
会
が
少
な
い
他
部
署
の
方

と
い
ろ
い
ろ
話
が
で
き
楽
し

く
交
流
で
き
ま
し
た
。
新
年

に
企
画
中
の
『
ス
ノ
ボ
イ
ベ

ン
ト
』
に
つ
い
て
の
話
題
も

出
て
、
今
後
の
青
年
部
の
活

動
に
向
け
弾
み
が
つ
き
ま
し

た
。

県
自
治
体
一
般
大
洲
支
部

は
12
月
９
日
「
忘
年
会
」
を

行
い
11
人
が
参
加
。
門
多
支

部
長
が
「
支
部
結
成
か
ら
２

年
、
組
合
員
が
徐
々
に
増
え

て
き
た
。
交
渉
を
重
ね
る
こ

と
で
要
求
の
前
進
も
あ
り
、

組
合
の
必
要
性
は
、
職
場
で

徐
々
に
認
識
さ
れ
て
き
て
い

る
。
来
年
も
粘
り
強
く
組
合

加
入
を
が
ん
ば
っ
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
は
思

い
思
い
に
職
場
や
家
族
の
こ

と
を
語
り
、
「
先
月
初
孫
が

で
き
た
。
今
の
賃
金
に
も
う

少
し
加
算
が
あ
れ
ば
孫
に
何

か
買
っ
て
あ
げ
る
余
裕
が
で

き
る
」
と
い
う
報
告
も
あ
り

ま
し
た
。
来
年
の
目
標
は

「
女
性
組
合
員
を
迎
え
る
こ

と
」
と
し
、
最
後
は
『
万
歳

三
唱
』
で
締
め
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
青
年
部
は
12

月
10
日
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

を
開
催
。
青
年
部
が
入
庁
10

年
目
以
内
の
職
員
に
声
を
か

け
て
、
家
族
連
れ
も
含
め
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
第
１

部
は
、
砥
部
町
内
で
『
パ
ッ

ト
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
』
を
実
施
。

『
英
語
禁
止
ル
ー
ル
』
で
対

決
し
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
伊
予
市
内
の

『
居
酒
屋
』
で
懇
親
会
を
開

催
。
第
１
部
で
一
番
英
語
を

喋
っ
て
し
ま
っ
た
隅
田
さ
ん

の
発
声
で
乾
杯
し
、
食
事
を

し
な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。

県
自
治
体
一
般
労
組
コ
コ

ロ
分
会
（
内
子
社
協
）
は
12

月
28
日
「
組
合
忘
年
会
」
を

行
い
約
30
人
が
参
加
。
席
を

く
じ
引
き
で
割
り
振
り
、
同

じ
保
育
園
同
士
で
固
ま
ら
ず
、

普
段
あ
ま
り
顔
を
あ
わ
す
こ

と
が
な
い
職
場
の
保
育
士
や

調
理
員
ど
う
し
で
交
流
で
き

る
よ
う
に
し
て
、
仕
事
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
話
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
『
ビ
ン
ゴ
大

会
』
で
は
、
す
ぐ
に
ビ
ン
ゴ

に
な
る
人
、
リ
ー
チ
は
早
か
っ

た
け
ど
最
後
ま
で
ビ
ン
ゴ
で

き
な
い
人
、
み
ん
な
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
全
員
に
景

品
が
当
た
り
、
最
後
に
み
ん

な
で
景
品
の
中
身
を
確
認
し

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
ビ
ン
ゴ
で
良
い
も
の
が
当

た
っ
た
の
で
良
か
っ
た
」

「
み
ん
な
で
交
流
で
き
る
場

が
あ
る
の
は
良
い
こ
と
」

「
他
の
保
育
園
の
方
と
も
久

し
ぶ
り
に
会
え
た
」
な
ど
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
コ
コ

ロ
分
会
は
１
月
に
執
行
委
員

会
を
開
催
し
、
今
後
の
と
り

く
み
な
ど
も
話
し
あ
い
ま
す
。

■
２
０
１
７
年
こ
そ
は
身
軽

に
生
き
る
！
を
目
標
に
日
々

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
今
治
・
白
石
）

■
ボ
ヤ
ボ
ヤ
し
て
い
る
間
に

１
月
は
行
き
、
２
月
は
逃
げ

て
、
３
月
は
去
っ
て
し
ま
い

ま
す
ね
。
ホ
ン
ト
！

（
新
居
浜
・
鎌
田
）

■
最
近
は
着
物
を
着
る
こ
と

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
一

生
の
う
ち
何
度
か
く
ら
い
で

す
。
貴
重
な
成
人
式
の
振
袖

姿
を
楽
し
み
に
式
典
に
は
顔

を
出
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
思
わ
ず
笑
顔
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

（
宇
和
島
・
竹
田
）

■
11
月
に
長
女
が
無
事
、
男

の
子
を
出
産
し
ま
し
た
。
母

子
共
に
元
気
で
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
年
末
に
は
里
帰
り
。

初
孫
に
会
い
た
い
な
～
。

（
西
予
・
竹
森
）

■
全
国
各
地
で
地
震
が
起
き

て
る
今
日
。
こ
の
辺
り
も
も

う
そ
ろ
そ
ろ
危
な
い
？
と
危

機
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
万

が
一
に
備
え
て
、
私
は
常
備

品
を
た
く
さ
ん
持
ち
出
し
た

い
派
、
主
人
は
全
く
の
無
頓

着
。
い
っ
ぱ
い
用
意
し
て
る

中
か
ら
果
た
し
て
役
に
立
つ

も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不

明
で
す
が
、
水
や
ご
は
ん
は

賞
味
期
限
切
れ
て
な
い
の
か

な
（
汗
）

（
西
条
・
武
田
）

■
年
末
年
始
と
言
え
ば
、
寅

さ
ん
と
言
わ
れ
る
時
代
が
あ
っ

た
な
ー
と
同
い
年
の
夫
が
言

い
ま
す
。
私
も
50
歳
を
過
ぎ

て
後
れ
馳
せ
な
が
ら
、
寅
さ

ん
（
男
は
つ
ら
い
よ
）
マ
イ

ブ
ー
ム
で
す
。

（
西
予
・
西
崎
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４８０号 ２０１７年 １月１５日

■
４
７
８
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
コ
ン
ド
ウ
マ
サ
ヒ
コ
」

（
近
藤
真
彦
）
で
し
た
。
正

解
は
12
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

越
智

紀
幸
（
今
治
一
般
）

竹
田

純
子
（
宇
和
島
）

山
内

み
か
（
西

条
）

石
丸
千
恵
子
（
新
居
浜
）

武
田
奈
緒
子
（
西

条
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
２
月
27
日
【
発

表
】
４
８
２
号
（
３
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①俳優、「キイハンター」など。

関根勉のモノマネでも有名

④高い所から落ちる。飛行機が○○○○する

⑦人を引きつける強い魅力。○○○○モデル

⑧ヨーロッパ北西部の王国。首都アムステルダム

⑨♪三歩○○○○二歩下がる

【タテのカギ】
①使用者が組合員の賃金から組合費などを天引き

し一括して労働組合に渡す制度

②海水魚。「生きている化石」ともいわれる

③閑さや○○にしみ入る蝉の声 芭蕉

⑤次々に送り出す。新手を○○○○

⑥過去から現在まで。これまで。

○○○○一度も欠席したことがない

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
10
文
字
で
、

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
の
た
め
の

政
策
名
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


